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    本研究では、防音性能と換気性能を兼ね備えた東南アジア諸国向け住宅用防音窓の開発を目的としている。提案す

る防音窓

とする。
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を音で制御する能動騒音制御

れている。しかし、この手法は低周波数領域のみ減音効果があり、ま

た、電力供給やスピーカーの設置等が必要であるため、電力事情に

乏しいこれらの国々の居住環境に対応させることは難しい。
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ユニットから構成されている。採光部には透明ガラスを使用し、二つ

の防音ユニットの間に斜めに取り付けている。こうすることにより、二

つの防音ユニットの入口と出口を遮断する役目と、外気が上部の防

音ユニットに流入しやすいように誘導する役目を果たしている。

    防音ユニットは，騒音の性能を決めるための重要なユニットとなって

おり，防音と換気という二つの相反する性質を併せ持つ必要がある．

この条件を満たすためには，まず防音ユニット内部の音波伝搬および

騒音の要因となる音圧成分の発生メカニズムを明らかにし、また、そ

れ
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提案する防音窓は、入口や出口に開閉装置を導入することによ

り、熱帯地域諸国をはじめ、あらゆる気候帯の住宅用窓に対して

も流用可能であり、防音対策のための必要性が高いと考える。
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東南アジア諸国では、近年の著しい経済発展に伴い道路交通騒音を含めた環境問題が深刻化している。現在、騒音

を音で制御する能動騒音制御
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本研究で提案する防音窓を図１に示す。窓は数組の採光部と防音

ユニットから構成されている。採光部には透明ガラスを使用し、二つ

の防音ユニットの間に斜めに取り付けている。こうすることにより、二
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おり，防音と換気という二つの相反する性質を併せ持つ必要がある．

この条件を満たすためには，まず防音ユニット内部の音波伝搬および

騒音の要因となる音圧成分の発生メカニズムを明らかにし、また、そ

れに対する対策を施す必要がある。図２に本研究の解析結果を示す。
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